
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 8 回 理事会  

日 時 平成 29 年 11 月 7 日 19：35～21：40 

場 所 道ノ尾病院 さくら棟会議室 

出席者 

理事：塩塚 順、大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、小無田彰仁、賀村 肇、山下潤一郎、 

志岐浩二、西本加奈、重松康志、永木照彦、小柳 傑、浦川純二、大石勝規 

監事：柿田謙三、平野英三 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、仲宗根歩 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）医療保健施設においてのアンケート調査について 

今回 WEB 上にて実施する予定で、内容の精査をお願いしたい。メリットとして、WEB 上で行う為郵
送代がかからない。アンケート内容は、施設基準関係等の基本的な情報収集となっている。FAX 通信で
「アンケートご協力のお願い」を掲載し、郵送先は理学療法責任者とする。精査にあたっては、医療保
険部と理事会で挙げたあとに WEB に掲載する。審議の結果、提案通り可決された。 

２）新入会員・賛助会員の承認について 
入会１名、退会０名。長崎ボバース研究会から賛助会員の申込 1 件。審議の結果、提案通り可決され

た。 
３）推進リーダー制度（地域包括ケア/介護予防）の会員の申請状況について 

10 月末分までの推進リーダー制度の申請について、e-ラーニング免除が 4 名、県士会の指定事業終了
が 4 名。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）WEB会議の利用に関する進捗状況の報告について 

Web 会議について、島嶼部など遠方で理事とコンタクトが取りにくい地域も含め、西広報部部長から
Wi-Fi 環境に関するアンケートを実施後、結果環境が良かった大村・東彼地区、壱岐地区に対し、試験
的に Web 会議を実施した。壱岐地区については今日既に試行したところ、とても精度が高く結果は良
好。次は大村・東彼地区に対しても実施予定。地区担当理事も今後は Web を利用して会議していただけ
れば良いと思う。また次の理事会でも結果を報告予定。カメラ機能があるパソコンやタブレット、スマ
ートフォンであれば利用可能。 

 ２）広報誌ぴーかんてらす第 6号発刊報告について 

ぴーかんてらす第 6 号を発刊し郵送中。今年度から養成校 3 校に広告依頼を出し、承諾を得て広告掲
載をしている。費用は今年度中に徴収予定。課題として、昨年は発刊が遅れ九州学会の抄録が遅れた
が、今年は九州学会の抄録が遅れてぴーかんてらすの発刊が遅れる形になった。少しラグはあったが、
九州学会抄録の配送費を考えれば経費削減できたと思う。毎回 600～1000 部余らせてあるので、啓発事
業などでも使っていただきたい。広報誌自体よく出来ていると思うが、患者を寝かせている写真が使用
されている。患者を寝かせないことが言われているので、写真を選択する際に気を付ける。 

 ３）平成 29年度地域ケア研修会について 
10 月 28 日に平成 29 年度地域ケア研修会が開催された。予算より安く済んだが、台風の影響もあり参

加者数が伸びなかった。また、広報はかけていたが、他団体からの参加者はなかった。 
４）平成 29 年度おおむら健康福祉祭りについて 

10 月 14、15 日にシーハット大村で開催。雨天であったが、室内開催だったため来場者が例年より多
く、中高年から子連れのご家族まで幅広い層の参加があった。この祭りがスタンプラリーのようになっ
ていて、その一環で来場者が多かったと思う。 

５）平成 29年度壱岐・対馬地区合同新人研修会（壱岐地区開催）・外部講師研修会の事業終了報告について 
7 月 8、9 日に壱岐病院にて開催された。この研修会は台風と重なり前日に警報が出たら中止の意向を

伝えていたが、決行した。九州ブロックや JPTA でも前日警報が出ている場合は中止することになってい
る為、当日警報が解除の可能性もあるが、万が一の事故を予防するためにも中止が良い。周知徹底をし
ないといけない。今回の講師には生涯学習ポイントは生涯学習部にデータが来ていないからつけられな
いが、事後でもいいので講師の名前と会員番号などを知らせてもらう必要がある。Web 会議も可能とな
っているので、詳細は確認する必要がある。 

６）第 15回 理学療法フェスティバル IN島原の事業報告について 

7 月 29 日に柴田長庚堂病院アプリコット結にて開催。 

７）介護予防・健康増進キャンペーン 2017 の事業終了報告について 

7 月 22 日にアエル諫早にて開催。市民公開講座を初めて実施したが、思ったより参加者が少なかっ

た。昨年はがんばらんば大会があったが、今年は単独開催になったことが要因と思われる。来年は広報



に力を入れたい。 

８）第 12回少年ソフトボール大会の事業終了報告について 

8 月 27 日佐世保市立春日小学校グラウンドにて実施。今年は 8 チームに参加、試合をしながら途中に

個人競技大会を開催、ストレッチ実技指導やスポーツ相談などを行った。 

９）第 5回長崎県理学療法士協会杯中学校女子バスケットボール長崎西彼地区大会の事業終了報告について 

8 月 20 日西彼総合体育館にて開催。8 校に参加、ストレッチや個人の柔軟性、バランス大会も実施。

今回は体育館が暑く、保護者からも空調を希望する声があった。来年から検討する。暑さに加え、個人

の体調管理の問題もあったと思うが、4 名ほど故障者が出た。個別相談で、このバスケットボール大会

でお世話になって PTを目指したいという高校生からの嬉しい相談があった。 

１０）平成 29年度西彼西海地区研修会報告について 

10 月 19 日女の都病院にて開催。参加者は 49 名。問題なく運営できたが、初回だったため、スタッ

フを多めに配置したが今後は減らす予定。西彼西海地区の参加者が 4 割程度だったためもっと増やして

いきたい。今後専門認定単位の取得のためには 3 時間の研修が必要なため、平日の開催は困難。会員か

らは、実技系の研修会を求める声が多い。今回は超音波診断を入れてくれて分かりやすかったという声

があった。 

１１）平成 29年度九州ブロック臨床実習担当者会議報告について 

9 月 30 日博多にて開催。各校の取り組みと質疑応答があった。内容はほぼ CCS やモチベーションコ

ントロールなどの臨床指導者向け講習会を各県開いて CCS の促進を図っている模様。福岡は平成 30 年

から県として CCS へ移行するよう推奨しているが、養成校の中にも CCS を理解できていないところが

あるという現状だった。来年度は中村先生や小林先生をお呼びして九州ブロックの研修会を予定。方向

性は出ているものの定着には時間がかかるという感想を持った。また、養成校のチェックシートを県内

で統一していこうということでワーキンググループを開催しようという話になった。PT の方は来週開

催予定。九州ブロックのやつを長崎でやるが、所属長にはアナウンスをかけた方がいいかもしれない。

来年の 12 月という話なので予算等も考える 

１２）その他の報告事項について 

・平成 29 年度長崎 4 団体地域リハ専門職認定研修会の講師推薦について：長崎大学の井口氏から 3 団体
に講師依頼が来た。それぞれ 20分の講話を予定。 

・平成 29 年度第 2 回九州ブロック制作活動委員会について：災害リハに関して、鹿児島は JMAT、
JRAT が動いていないこともあり、避難後の人的支援を中心に行うということだった。いい取り組みだ
が、長崎では JMAT、JRAT なので同じ動きは難しいと感じた。 

・釜山との合同学会について：来年で釜山との友好 5 周年となる。釜山から、5 年を振り返る意味で学会
を一緒に作り上げるのはいかがか、と連絡が来た。2 月の県学会に会長ら 3 名が来るとのこと。今年度
にという提案は一旦断ろうと思っている。ウ氏の方に今年度の学会に 3 名来られるかもしれないが、5
周年の企画としては第 30 回の県学会でやらせてほしいと伝える予定。 

・事務局連絡について：事務局から 3 件連絡がある。①長崎大学理学療法学科同門会設立 20 周年記念式
典ということで会長宛に出席依頼が来ている。今月末までの返事となっている。②監事の先生方と中
間監査の日程について話し合い、11 月 30 日 19:00 から北病院で開催することが決定した。③昨年度
から上半期、下半期で理事の先生方に活動報告をお願いしている。今年度もデータを送付するので 11
月中に報告を上げていただくようお願いする。 

・日本理学療法士協会全国研修会について：協会の全国研修会が 5 月になって分科学会が 10 月になる。
長崎で九州学会やる頃、11 月になると時期がかぶる。九州学会の時期をずらす必要がある。 

・協会表彰について：協会から功労賞は県士会の役員もカウントするとあったが、JPTA の代議員や委員
を経験しておかないといけない。表彰委員には県民表彰の推薦を含め誰が該当するとか、あと何年で
該当するとかのリストを作成してもらう。 

 


